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京野宏亮指導教授　坪山幸王

　大学は、創設時期、建学の精神、立地する地域等によって固有の学風があ
り、その学風を反映したアカデミックプランとキャンパスを有し発展してき
た。しかし近年では、少子化により学生数は減少し、各大学は生き残りをか
けての対策を模索している。また国立学校設置法案改正により、国立大学の
再編・統合が進み2003年10月１日に国立大学20校が10校に統合。更に、公立
・私立大学でも統合は進んでいる。
　このような社会的背景を受け、各大学はその使命や機能をより一層果たし
ていくことが急務とされ、従来の各大学・学部等の枠に捉われず、人的・物
的資源を最大限に活用し、教育・研究等の充実、特色の強化、基盤の整備等
が求められている。
　そこで本計画は、2003年10月１日に東京水産大学(現在・東京海洋大学海
洋科学部)と東京商船大学(現在・東京海洋大学海洋工学部)の統合に伴い誕
生した、東京海洋大学をケースタスディとして、統合後の新しい教育・研究
及び交流拠点となるキャンパスを計画する。

１．はじめに

２．計画背景
２-１．東京海洋大学について

　2003年に東京海洋大学が誕生して、二年が過ぎた。統合の目的であった、
大学の合理化・効率化・活性化は、アカデミックプランなどの、ソフトな部

３．計画方針

３-１．アカデミックプランとキャンパスの一体化

３-２．大学のオープン化
３-２-１．教育・研究施設のオープン化

３-３．水辺空間の活用
３-３-１．教育・研究フィールドとしての水辺空間

３-３-２．アメニティー向上としての水辺空間

３-２-２．周辺地域への施設のオープン化

　今後、東京海洋大学が目指す方向性を、具現化することができるキャンパ
スとして、「アカデミックプランとキャンパスの一体化」、「大学のオープ
ン化」、「水辺空間の活用」、の三軸を柱として新キャンパス計画を進める。

　本計画は、東京湾臨海エリア中心部に位置する、晴海埠頭の先端、東京都
中央区晴海5丁目の４街区・総面積約１８ｈaを計画地(fig5)として、東京海
洋大学新キャンパスの提案を行う。敷地周辺状況は、敷地南側に晴海客船タ
ーミナル、東側には竹芝埠頭・日の出埠頭・芝浦埠頭が立地している、南側
には築地市場移転計画地である、豊洲埠頭が存在している。また豊洲市場建
設と同時に環状２号線及び、ゆりかもめ新駅も計画中である。このように、

４．基本計画
４-１．敷地選定及び特性

　現在東京海洋大学は、品川キャンパスおよび、越中島キャンパスの二つよ
り構成されている。品川キャンパスでは、海洋科学部が主となり、越中島キ
ャンパスでは、海洋工学部が主に教育・研究活動を行っている。二つの組織
図はfig2に、キャンパスの概要はfig3に示す。

２-２．東京海洋大学の現状と課題

分ではうまく融合できたと言えるが、その受け皿となる、キャンパスなどの
ハードな部分では、未だ大きな問題を抱えている。統合後の現在も、事務局
や図書館などの建物は二つ存在し、学生の通う門は別々であるという現状が
ある。また、東京海洋大学の広報誌においても、「場所と人の統合」つまり
キャンパスの統合も考慮しているという発言が見られた。今後、更なる大学
の発展・強固な個性を獲得するためには、キャンパスの統合は必要であると
言える。

　本計画では、海を中心としたキャンパスを展開することにより、アカデミ
ックプランとリンクした、東京海洋大学に相応しい、個性あるキャンパスを
目指す。また、本大学の学問探求手段として、実学を重んじた背景より、「
実験」が重要視されている。この精神をキャンパス計画に反映させ、実験施
設群を大学中心部に位置する、海(ポンド)に沿って計画する。

　学生・教員を対象として、教育・研究施設のオープン化を図る。本計画で
は、現状の分棟配置からなる、各学部・学科の交流の疎外を解消するために
施設集約型キャンパスとする。更に、統合による相乗効果を最大限活用する
ために、学問領域の異なる各学部・学科による、独自のアクティビィティー
を感じることのできる施設計画とする。そこから生まれる専門領域外の学生
や教員間の交流を活発化させ、研究領域の拡大・厚みを増すことを狙いとし
ている。

　大学とその周辺地域は、極めて密接な関係にあるため、大学来訪者及び地
域住民などを対象として、大学キャンパスにおける、施設の一部を開放する
具体的には、大学施設である図書館・資料館・体育館などを、市民へ開放し
更には、教育・研究施設の一部見学可能な計画とする。これにより、学内活
動の理解・アピールを促し、大学という知の集積地を、地域にオープン化し
開かれた大学を目指す。

　本大学には、水に係わる教育・研究施設が多く存在する。練習船を停泊さ
せるポンドや艇庫、更に回流水槽実験棟・水理模型実験棟・船舶運航性能実
験水槽棟などである。その他にも歴史的に貴重な資源として、重要文化財で
ある明治丸、雲鷹丸、観測台なども有している。これらの施設は本大学の個
性を顕著に表しているものであることから、本計画ではこれらを大学の「顔
」として捉え、海洋系総合大学に相応しいキャンパスを目指す。

　キャンパス・アメニティーを向上させる主要素として、水辺空間に注目す
る。大学専用ポンドをはじめ、キャンパス内に点在する、その他教育・研究
施設など水辺空間が多く存在しているため、これらのポテンシャルを十分に
利用し、親水性の高いアメニティー環境を創出する。

f ig1. 鳥瞰写真

f ig3. キャンパス概要

f ig2. キャンパス概要

f ig4. 本計画の方向性

人口（人） 面積（�）

学生

教官

その他職員

１４６９

１５７

１１３

敷地

建築面積

延べ床面積

１４４３９４

２４３９３

６００５７

人口（人） 面積（�）

学生

教官

その他職員

８７４

１０８

１６

敷地

建築面積

延べ床面積

１４４５７８

２３６１３

５９４５８

越中島キャンパス品川キャンパス

・教育・研究施設のオープン化
・周辺施設への施設のオープン化

・海を中心としたキャンパス計画
・実験施設を核としたキャンパス

・教育・研究施設としての水辺空間
・アメニティー向上としての水辺空間

■「水辺空間の活用」

■「大学のオープン化」

■「アカデミックプランと
　　　　　　キャンパスの一体化」

㈰、両学部の、人的・知的資源を活用・補完し、教育研究
　　の一層の発展・活性化を目指す。

㈪、「人間性」「創造性」「国際性」涵養を目指し教養教
　　育の多様化を図る。

㈫、海洋に関する諸課題を教育研究する拠点大学として、
　　その存在を積極的に打ち出し、新しいイメージのもと
　　新たな人材養成に応えることを目指す。

㈬、「開かれた大学」を指向して、民間との共同研究、新
　　産業の創出、国民への教育サービスのとしての社会貢
　　献など柔軟かつ積極的な対応を目指す。

東京海洋大学の目指す方向 本計画の三軸

海洋科学部

海洋環境学科
海洋生物資源学科
海洋食品科学科
海洋政策文化学科

海洋工学部

東京水産大学 東京商船大学

海事システム工学科
海洋電子機械工学科
流通情報工学科

海洋科学技術研究科

東京海洋大学
日本で唯一の海洋にかかわる総合的教育研究拠点

博士後期課程

博士前期課程

時代や社会の変化・要請に柔軟に対応

伝統と個性・特徴の敬称と発展

応用生命科学
応用環境システム学

海洋生命科学
食機能保全科学
海洋環境保全学
海洋システム工学
海運ロジスティクス

専
門
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域
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を含めた水圏環境の

保全」と「海洋生物

資源の持続的で有効

な利用」を目標とし

て教育・研究活動を

行う。

海運関連産業を対象

として、次世代を担
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術者の養成を目的に

海洋に関する工学的

アプローチを重視し

た教育・研究活動を

行う。

海洋環境保全学専攻と海洋シス

テム工学専攻は、海洋科学部と

海洋工学部の教官グループによ

りつくられており、両学部の特

徴を十分に活用し、共通項目は

相互により踏み込んだ専攻内容

となる。

修士課程の海洋生命科学と食機

能保全科学が応用生命科学へ、

海洋環境保全学、海洋システム

工学、海運ロジスティクスが応

用環境システム学へ進学する流

れとなる。



f ig8. 配置計画

f ig11. 研究・実験棟吹き抜け空間
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朝潮運河

0m 60m 120m
site plan s=1/100000m 60m 120m

site plan s=1/10000

基準階

f ig12. 研究・実験棟／平面計画

f ig9. 断面模型・写真
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一般実験室

前室

前室

前室

 中型
実験室

実験水槽施設

  s=1/1000

f ig10. 研究・実験棟／断面図

f ig15. 特殊実験施設立面

f ig13. 特殊実験施設前広場 f ig14. 特殊実験施設内部

ポンド

特殊実験施設
　前広場

特殊実験施設

研究・実験棟

アトリウム

歩行デッキ

オープン
　　スペース

断面模型

 s=1/2000

f ig7. 概念及びゾーニング図

水辺（ポンド）
海

研究・実験ゾーン 研究・実験ゾーン

 管理
ゾーン

特殊実験・研究ゾーン 特殊実験・研究ゾーン

支援ゾーン支援ゾーン

 講義
ゾーン

f ig6. 施設規模面積
合計

管理施設 管理事務・サービス事務・守衛・一般倉庫・危険物倉庫・艇庫・その他

保険管理センター・大学会館・課外活動施設・職員集会場・食堂・カフェ・その他

職員宿舎・学生寄宿舎・その他
自家発電室・ボイラー室・中水設備室・ポンプ室・機械室・その他

体育館・柔剣道場館・プール・テニスコート・その他

閲覧室・書庫・視聴覚室・休憩室・図書事務室・その他

大講義室・中講義室・小講義室・一般実験室・実習室・研究室・自習室・その他

水理模型実験室・回流水槽実験室・船舶運行性能実験水槽室・その他

支援施設
宿泊施設
設備施設
体育施設
図書施設

教育・研究施設
特殊実験施設

7500

2500

5000

3000

1500

5000

62000

4500

90800

部門 室名 面積（�）

Ｎ

日の出埠頭

朝潮運河

東京湾

晴海客船ターミナル

晴海埠頭
　公園

竹芝埠頭

計画地

勝どき駅

環状2号線

晴海通り

ゆりかもめ新駅
　 (建設中)

芝浦埠頭
豊洲市場
(建設中)

f ig5. 敷地周辺概要

研究室 前室 一般実験室

艇庫 艇庫
ターボ動力
　実験室

総合低温
 実験室

漁具流体力学
   実験室

断面模型範囲

５-２．建築計画
５-２-１．研究・実験施設

５-２-２．特殊実験施設

　本施設の大きなゾーニングとしては、１～２階部にアトリウム・コンピュ
ーター室・中型実験施設が配置され、３～５階部には、研究室・一般実験室
を有している。また、施設中央部には五層吹き抜け空間がある。ここでは、
各研究室・学科を越えた交流・融合を図ることを実現するために、プライバ
シーを守りながら、各研究室・実験室の内部アクティビティーを感じること
ができる計画となっている。また一般実験室では、ガラスの前室を設け、実
験室の拡張や他機能の利用が可能である。今後、本大学の更なる新しい研究
領域への模索・融合を視野にいれ、実験室間の壁は間仕切りとし、フレキシ
ブルな研究領域に耐えうる計画となっている。

　主に水を利用する大型実験施設が配置されている。日常的に、実験施設の
見学が可能となるよう、施設のファザードにはガラス・コンクリートのルー
バーを採用している。尚、ルーバーは閉鎖可能式となっており、採光を遮断
することも可能である。本施設群は東京海洋大学の個性を色濃く持つ施設と
して、学生・社会に対してオープンな位置付けとして、開いた実験施設とし
て計画している。

５．施設計画
５-１．配置計画
　大学中心部に、海側より水路を引き込み、練習船用ポンド兼オープンスペ
ースを計画した。オープンスペースには、明治丸・雲鷹丸など歴史的資源を
配置し、親水性の高い空間となっている。またポンドを中心に四つのゾーン
に分け、研究・実験ゾーン、教育ゾーン、管理ゾーン、支援ゾーンを配置し
た。ゾーニング及び概念図をfig7に示す。尚、この四つのゾーンはブリッジ
及びデッキにより連結されており、動線計画において支障はないものとなっ
ている。また、研究・実験ゾーンでは、水を利用する特殊実験施設を低層・
ポンド側いて支障はないものとなっている。また、研究・実験ゾーンでは、
水を利用する特殊実験施設を低層・ポンド側に計画している。
　これにより本計画では、水辺（ポンド）を中心に、主要機能が配置されて
おり、本大学の教育・研究フィールドの中心である海を、日常空間の一部と
して捉えることができ、東京海洋大学ならではのアクティビティーが存在す
るキャンパスとなっている。

本計画地周辺には、海・船・食の集約点が多く存在した敷地である。
４-２．規模算定
　東京海洋大学新キャンパスにおける施設規模算定は、東京海洋大学の既存
保有施設規模、及び文部省より策定されている｢国立学校建物基準算出表｣よ
り規模算定を行った。fig6に示す。
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f ig17. 講義棟廊下

f ig20. 階層別・動線図

階層別・動線図

f ig16. 講義棟下・水門

f ig19. 食堂内部 f ig21.f ig18. 食堂前親水広場

ポンド

ポンド

親水広場

親水広場 オープン
　　スペース

親水護岸

オープン
　　スペース

搬入動線

歩行動線

２f

１f 特殊実験施設群
アトリウム

研究・実験棟
ブリッジ

歩行デッキ

対岸へ

研究室 実験室
吹き抜け

親水広場
オープン
　　スペース

対岸へ

搬入動線

歩行動線

５-３．動線計画５-２-３．講義施設

５-２-４．支援施設

　学部・学科構成人員及び授業体制を考慮して、主に40人・80人・120人講
義室を北側、片廊下で配置している。教室間の壁は間仕切りとしており、フ
レキシブルな使用を可能にする計画となっている。また、ポンド側に面した
動線空間は基本幅７ｍあり、単なる通路としてではなく、人々が滞留し自習
・談笑・憩いなどが自由に行えるよう計画している。景観としては、ポンド
全景が視対象となっている。

　食堂・カフェ・ホール・売店などの支援施設は、大学全体の軸から独立し
ており、キャンパス全体に独特のリズムを作り出す施設計画となっている。
また緑地及び親水ゾーンに隣接しており、アメニティー環境の高い空間とな
っている。

 

　キャンパス内を回遊する、ループ状のデッキを防潮堤レベル（GL＋3500）
に設置している。これにより、一般学生及び教職員の歩行者動線と、搬入等
の車動線を、完全に分離し、安全かつ自由な歩行者空間を確保している。ま
た、歩行者動線に沿って、本大学の有する個性的な文化財や特殊実験施設を
展示物として見立て、歩行者空間全体が、大学博物館となるよう計画してい
る。更に、歩行者動線の集約点でもある、支援ゾーンでは、グランドレベル
での自由な動線が可能となっており、水と緑豊かな親水空間が広がっている。 



f ig22. 波力発電・概要図
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1　メディアアトリウム

2　実験アトリウム

3　LL教室

4　自習室

5　PCルーム

6　倉庫

7　中型実験室

8　大型実験室

9　実験会議室

10　実験室

11　研究室

 12　講義室
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水面上下動

空気室

往復の空気波が発生
タービン発電機

機械室

カーテンウォール

発電原理

波力発電ケーソン防波堤

アトリウム実験水槽施設ターボ動力実験室

研究室 実験室

カフェ

b-b section s=1/2000

a-a section s=1/2000

会議室施設課
講義棟

５-４．環境計画
５-４-１．自然エネルギーの活用

 

■太陽光：研究・実験棟の屋上部には、南側に面して太陽光パネルを設置し
ている。それと同時に北側採光を利用した、トップライトを設け、棟内部の
吹き抜け空間は、安定した自然光が確保されている。太陽光を活用した、環
境を考慮した計画となっている。

■自然風：夏期恒風を、キャンパス内に取り込むため、南側に立地する管理
ゾーン施設を一層としている。さらにポンド内の水面が存在することにより、
キャンパス全体の冷却効果が期待で
きる。また、冬季恒風においては、
北側に設置されている講義棟によっ
て、その影響は軽減されている。

■波力：キャンパス北側に位置する
防波堤及び防潮堤内部に、波力発電
ケーソン防波堤を設置する。これに
より、自然エネルギーの活用だけで
なく、大学内の生きた教育・研究資
源となっている。
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